
本年7月に東京スター銀行の代表執行役頭取に就
任した伊東でございます。皆さまには日ごろより
東京スター銀行をご愛顧いただき、誠にありがと
うございます。役職員一同厚く御礼申し上げます。

2021年度は、コロナ禍の長期化にともない経済
活動が引き続き影響を受ける中、当行の2022年
3月期連結決算は、連結粗利益353億円、親会社
株主に帰属する当期純利益11億円となりました。
また、貸出金残高は1兆4,314億円、預金残高

（譲渡性預金を含む）は1兆8,911億円となりまし
た。銀行の健全性を示す代表的な指標である自己
資本比率は11.96％と、海外営業拠点を有しない
銀行（国内基準行）として求められる4％を大きく
上回り、極めて健全な水準を維持しています。

銀行業界を取り巻く環境は依然として難しい状況
にあります。国内に目を向けてみますと、少子高
齢化・人口減少の進行やコロナ禍で進むライフス
タイルの変化、社会のデジタル化の進展などを背
景に、お客さまの抱える課題やニーズは、ますま
す高度化・多様化しています。

こうした中、当行では、新たな中期経営計画（2022
年度からの5ヵ年計画）をスタートさせました。
昨今の地政学リスクの高まりや各国金融政策の転
換などの影響で、経済活動の先行き不透明感は継
続していますが、経営計画の確実な実行により、
経営環境の変化にも揺るがない、持続可能なビジ
ネスモデルの構築を図り、「トップクラスの収益
性、効率性、資産の質を有した、価値ある銀行」
というゴールを目指してまいります。

今後、経営計画に基づき、ビジネスモデル改革、
コスト構造改革、企業風土の変革などのさまざま

な改革に取り組んでまいります。あわせて、当行
のユニークな商品・サービスに加えて、親会社で
ある台湾CTBC Bankのグローバルネットワーク
などの当行独自の強みを生かしながら、引き続き、
役職員一人ひとりが金融のプロフェッショナルと
してお客さまに寄り添い、高品質かつユニークな
金融サービスでお客さまの課題解決に努めてまい
ります。

皆さまには、これからの東京スター銀行の変革・
さらなる成長にご期待いただきますとともに、ま
すますのご支援を賜りますよう、よろしくお願い
申し上げます。
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